
小美玉市長　島田 幸三

所信表明
6月定例議会で島田幸三市長が示した今後の所信表

明の概要を紹介します。

あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
可
能
性
を
最
大

限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
本
市
を
飛
躍
的
に
大

き
く
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

至
誠
惻
怛
の
精
神
で

 

幕
末
期
の
陽
明
学
者
で
あ

る
山
田
方
谷
は
、
「
政
治
に

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
誠
意

を
尽
く
し
て
人
を
思
い
や

る
心
を
も
っ
て
取
り
組
む

『
至
誠
惻
怛
』
で
あ
り
、
初
め

か
ら
華
や
か
な
業
績
を
上

げ
よ
う
な
ど
と
考
え
て
こ

れ
を
行
え
ば
、
そ
れ
は
た
だ

自
分
一
人
の
た
め
に
し
た
こ

と
に
す
ぎ
な
い
」
と
説
い
て

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
頂
い

た
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
時
代
の
変
化
を
敏

感
に
感
じ
取
り
な
が
ら
、

「
至
誠
惻
怛
」
の
精
神
を
忘

れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
に

ふ
さ
わ
し
い
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
描
き
、
本
市
の
発
展

に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
発
展
へ

　
令
和
4
年
4
月
30
日
よ

り
、
小
美
玉
市
長
と
し
て
市

政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

合
併
か
ら
現
在
ま
で
の
小

美
玉
市
の
歴
史
を
振
り
返

れ
ば
、
島
田
穣
一
前
市
長

の
も
と
、
「
均
衡
あ
る
発
展
」

の
た
め
に
、
常
に
市
民
と
の

対
話
を
重
視
し
、
地
域
振

興
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
市
全
体

が
発
展
で
き
る
礎
を
築
か

れ
ま
し
た
。
前
市
長
か
ら
引

き
継
ぎ
ま
し
た
バ
ト
ン
の
重

さ
を
改
め
て
感
じ
、
こ
れ
か

ら
の
市
政
運
営
を
担
っ
て
い

く
重
責
に
、
凛
と
背
筋
が
伸

び
る
思
い
が
あ
る
と
と
も

に
、
市
長
に
就
任
で
き
た
こ

と
は
、
私
に
と
っ
て
大
変
光

栄
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
歩
む
私
た
ち
の
先
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の

闘
い
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊

し
た
地
域
の
経
済
対
策
を

は
じ
め
、
少
子
高
齢
化
に
伴

う
様
々
な
問
題
や
想
定
外

の
自
然
災
害
へ
の
対
応
な

ど
、
困
難
な
問
題
が
待
ち

受
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
多
く
の
困
難
な

問
題
も
市
民
と
行
政
が
一

丸
と
な
っ
て
知
恵
を
出
し

合
う
こ
と
で
、
乗
り
越
え
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。
今
こ
そ
皆

で
結
束
し
て
、
様
々
な
問
題

を
解
決
し
、
住
み
や
す
く
、

魅
力
的
な
小
美
玉
市
の
新

時
代
を
築
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
に
負
け
な
い

ま
ち
づ
く
り

　　
我
が
国
は
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
年
４
月
１
日
時
点

で
、
全
国
の
半
数
を
超
え
る

自
治
体
が
過
疎
地
域
と
し

て
指
定
さ
れ
、
茨
城
県
に
お

い
て
も
、
11
自
治
体
が
過
疎

地
域
と
し
て
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

は
、
平
成
12
年
か
ら
令
和
２

年
ま
で
の
２０
年
間
で
、
国
勢

調
査
人
口
が
４
,
５
０
０
人

減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
本
市
は
茨
城
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
霞
ケ
浦
に

も
面
し
、
空
の
玄
関
口
と
な

る
茨
城
空
港
を
有
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
養
鶏
や
酪
農

が
盛
ん
な
ほ
か
、
全
国
に
誇

れ
る
多
様
な
農
産
物
も
生

産
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
な
る
発
展
の
可
能
性
が

5つの重点施策

し
せ
い
そ
く
だ
つ

重点施策重点施策

１１ 教育の振興

子どもたちの学びを妨げることがない教育環境の整備を進め、

対面とデジタルを組み合わせたハイブリット教育を進めていき

ます。また、外国語教育を推進し、グローバルな社会で活躍でき

る人材を育成します。本市の豊かな資源を活用し、地域の伝統

や文化を継承するとともに、豊かな心、郷土を愛する心を育んで

いくため、地域と共にある学校づくりを進めていきます。

重点施策重点施策

33 福祉の振興

住み慣れた地域で生涯安心して健康に暮らしていけるよう、高

齢者福祉や障がい者福祉を充実し、健康寿命を延ばす取り組

みを推進します。また、妊娠中も健やかに過ごし、安心して出産

を迎え、楽しく子育てができるよう、切れ目のない支援体制を強

化していきます。すべての人が生き生きとした生活を送ることが

できる、お互いに尊重し支え合うまちづくりを進めていきます。

重点施策重点施策

44 地域防災の振興

救急救命士などの有資格者の採用や、消防団員の処遇改善、

消防団員ＯＢで構成される支援団員制度などの導入を検討し

ます。防災訓練など、地域のリスクに応じた市民による防災活動

を支援します。犯罪を抑制し、市民の安全・安心を確保するた

め、防犯カメラの増設など、地域における防犯活動に対して支

援を行っていきます。

重点施策重点施策

55 商工観光の振興

茨城空港と空のえき そ・ら・らを拠点に、市内の名所や飲食店な

どを周遊できる環境整備を行い、県や他自治体と連携したナ

ショナルサイクルルートを活用する事業を推進します。公共交通

や意欲ある商店街と連携しながら、茨城空港周辺と一体化した

まちづくりを行います。新たな関係人口の掘り起こしや交流人口

の拡大を図り、地域の観光資源を最大限に活かしていきます。

2つの行財政改革

4つの中長期ビジョン

国道６号の４車線化

慢性的な交通渋滞が発生している国道６号は、大規模災

害発生時の緊急輸送道路として重要な役割を担っていま

す。「小美玉道路（仮称）」の早期実現へ、地域の皆さまの意

見を踏まえ、事業の推進を国に強く働きかけていきます。

１ 高浜駅橋上化

ＪＲ羽鳥駅の自由通路と橋上駅舎が供用開始された一方

で、ＪＲ高浜駅の橋上化を望む市民の声を多くいただいてい

ます。石岡市の意向を確認した上で協議を重ね、高浜駅の

利用者の負担軽減に向けた取り組みを検討します。

2

4つの中長期ビジョン

霞ヶ浦二橋建設の推進

霞ヶ浦二橋は、今後、３０年以内に約７割の確率で起こると

言われている首都直下型地震が生じた場合のライフライン

となります。関係市町村・団体との連携を強化しながら、国・

県へ粘り強く早期実現に向け要望していきます。

つくばエクスプレス茨城空港延伸

近隣市町村と各種団体で構成されたＴＸ水戸・茨城空港延

伸促進協議会を設立し、県へ延伸に向け要望活動などを

行います。また、市独自の取り組みとして新たにＴＸ茨城空

港戦略室を設置し、茨城空港延伸に取り組んでいきます。

3 4

デジタル技術やデータの活用による行政手続きの効率化・簡素

化を進め、市民の申請手続きなどの負担軽減や行政手続コスト

の削減を図ります。そのため、本年９月を目途に策定する「小美

玉市ＤＸ推進計画の実施計画」に基づいた改革を進めていき

ます。ＤＸの推進は、デジタル活用に不慣れな方にも配慮しつ

つ、市民目線での利便性向上を第一に考え実施していきます。

①DX（デジタルトランスフォーメーション）推進

行政のＤＸ化や市民ニーズの多様化・複雑化に対応するために

は、職員一人ひとりの能力の向上と意識改革が不可欠です。行

政のＤＸ化に適応し、市民のニーズに柔軟に対応できるよう、職

員研修を充実させ、市民と職員との交流を通し、職員の個性や

能力を最大限に発揮できる人材づくりを行っていきます。

②市役所職員の人材育成・意識改革

ほ
う
こ
く

い
し
ず
え

市民の皆さまの声を丁寧に聴きとりながら、国・県・関係市町村と連携

を深め、早期実現に向け取り組んでいきます。

５つの重点施策を遂行するにあたり、２つの行財政改革をすぐに着手

する必要があると考えています。

重点施策重点施策

22 農業の振興

本市の農業を継続・発展していくため、収益性の高い事業を展

開できる、経営感覚に優れた農業経営者を育成する取り組み

を行います。また、農畜水産物の付加価値を高めるため、ブラン

ド化や６次産業化を推進します。ＩＣＴなどの新技術の導入によ

る生産性向上と農作業の負担軽減を図り、産官学の連携した

取り組みを検討し、持続可能な農業を目指していきます。
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どを周遊できる環境整備を行い、県や他自治体と連携したナ

ショナルサイクルルートを活用する事業を推進します。公共交通

や意欲ある商店街と連携しながら、茨城空港周辺と一体化した

まちづくりを行います。新たな関係人口の掘り起こしや交流人口

の拡大を図り、地域の観光資源を最大限に活かしていきます。

2つの行財政改革

4つの中長期ビジョン

国道６号の４車線化

慢性的な交通渋滞が発生している国道６号は、大規模災

害発生時の緊急輸送道路として重要な役割を担っていま

す。「小美玉道路（仮称）」の早期実現へ、地域の皆さまの意

見を踏まえ、事業の推進を国に強く働きかけていきます。

１ 高浜駅橋上化

ＪＲ羽鳥駅の自由通路と橋上駅舎が供用開始された一方

で、ＪＲ高浜駅の橋上化を望む市民の声を多くいただいてい

ます。石岡市の意向を確認した上で協議を重ね、高浜駅の

利用者の負担軽減に向けた取り組みを検討します。

2

4つの中長期ビジョン

霞ヶ浦二橋建設の推進

霞ヶ浦二橋は、今後、３０年以内に約７割の確率で起こると

言われている首都直下型地震が生じた場合のライフライン

となります。関係市町村・団体との連携を強化しながら、国・

県へ粘り強く早期実現に向け要望していきます。

つくばエクスプレス茨城空港延伸

近隣市町村と各種団体で構成されたＴＸ水戸・茨城空港延

伸促進協議会を設立し、県へ延伸に向け要望活動などを

行います。また、市独自の取り組みとして新たにＴＸ茨城空

港戦略室を設置し、茨城空港延伸に取り組んでいきます。

3 4

デジタル技術やデータの活用による行政手続きの効率化・簡素

化を進め、市民の申請手続きなどの負担軽減や行政手続コスト

の削減を図ります。そのため、本年９月を目途に策定する「小美

玉市ＤＸ推進計画の実施計画」に基づいた改革を進めていき

ます。ＤＸの推進は、デジタル活用に不慣れな方にも配慮しつ

つ、市民目線での利便性向上を第一に考え実施していきます。

①DX（デジタルトランスフォーメーション）推進

行政のＤＸ化や市民ニーズの多様化・複雑化に対応するために

は、職員一人ひとりの能力の向上と意識改革が不可欠です。行

政のＤＸ化に適応し、市民のニーズに柔軟に対応できるよう、職

員研修を充実させ、市民と職員との交流を通し、職員の個性や

能力を最大限に発揮できる人材づくりを行っていきます。

②市役所職員の人材育成・意識改革

ほ
う
こ
く

い
し
ず
え

市民の皆さまの声を丁寧に聴きとりながら、国・県・関係市町村と連携

を深め、早期実現に向け取り組んでいきます。

５つの重点施策を遂行するにあたり、２つの行財政改革をすぐに着手

する必要があると考えています。

重点施策重点施策

22 農業の振興

本市の農業を継続・発展していくため、収益性の高い事業を展

開できる、経営感覚に優れた農業経営者を育成する取り組み

を行います。また、農畜水産物の付加価値を高めるため、ブラン

ド化や６次産業化を推進します。ＩＣＴなどの新技術の導入によ

る生産性向上と農作業の負担軽減を図り、産官学の連携した

取り組みを検討し、持続可能な農業を目指していきます。
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